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日数教(福岡大会)当日配付資料 ２０１２(平成２４)年８月７日(火)

コンピュータ等(iPad,iPod touchも含め)を活用した図形領域授業の実践

～平面図形やベクトルに「おりがみ」を導入して～

神奈川県立横浜平沼高等学校 石谷優行
-----------------------------------------------------------------------------------------------------

１．発表にあたって

2009年は京都大会にて，「重心 その面白さ 美し

さ～特に凹四角形の具体物(ブーメラン)を用いて～」

2010年は新潟大会にて，「コンピュータ等(iPad,iPo

d touchも含め)を活用した図形領域授業の実践～数学

Ｂベクトルに焦点をあてて～」

2011年は地元神奈川にて，「コンピュータ等(iPad,i

Pod touchも含め)を活用した図形領域授業の実践～数

学Ｂベクトルや，数学Ａ平面図形に焦点をあてて～」

と，ここ数年，図形領域に関した発表を行っている．

(これまでの「当日配付資料」は

http://www.ishitani.comのトップページから

たどっていってください．)

さて，数学科教員が教科「情報」の担当者となり数

学を充分に持てないケースが多くあるが，筆者もその

ひとりである．今年度二年ぶりに数学Ｂを担当する機

会を得た．本稿タイトルの「図形領域」という言葉を

単に数学Ａ平面図形の分野のみならず，今回数学Ｂの

ベクトルの授業に焦点を当て，図形的な考えを盛り込

みながらコンピュータ等，そして「おりがみ」を用い

て授業を行ってみた．特にベクトルや，それを表現し

た図，そして図形における直線や円などの軌跡の関連

性を通して，数学の「面白さ」「美しさ」「不思議さ」

を味わってもらいたい，というところがここ数年来の

研究の原点となっている．

２．授業実践から (2012年4月から7月まで)

(1)黒板とチョークによる授業

まず，通常どおり黒板とチョークにより授業を進め

ていく．「ベクトルとは何か」という話を通して興味

を持たせていった．

(2)ソフト「ベクトル白板」による授業

ベクトルそのものに触れてみるという感覚は，それ

こそ黒板とチョークの授業では，味わうことができな

いことである．そこで「ベクトル白板」というソフト

を用いてベクトルそのものに触れてみる感じを体験し

てもらった．マウスの右クリックでベクトルの始点や

終点をクリックすると，マーク「□」が表示され，そ

れをドラッグすると，あたかも自分でベクトルを操作

している感覚が味わえるというわけである．

▲図01ベクトル白板の第一歩(ｔの値をいろいろ変化)

詳細は，http://www.ishitani.com/vector1.htmにて

今回特に，この「ベクトル白板」を中心的に扱った

授業は以下のところである．

▲図02 数研出版「数学Ｂ／027」 P.41 応用例題７

ここのところの説明は「黒板とチョーク」による説

明だけでは無理があると，かねてより感じていた．
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そこで，これまでも，ここのところに関しては「ベ

クトル白板」を使っていろいろなやり方を模索してき

た．例えば２年前に数学Ｂを担当したときは，「黒板

とチョーク」による解説のあと，すぐに生徒全員を，

ＰＣ教室に移動させて「ベクトル白板」を「全員操作」

させたりした．

(詳しくは，一昨年度の当日配付資料参照)

そこで今年度はこの説明を３つのステップに分解し

てみた．

１．「最初の説明」

この教科書どおりの解説をして，生徒たちがイメー

ジできるかを探る．

２．「２回目の説明」

から の場合や の場合を考えるや

り方を示して生徒たちがイメージできるかを探る．

(もちろんここまではＰＣの画面は一切見せない．)

３．上記１や２を踏まえたのち，「ベクトル白板」を

用いて視覚的イメージを与えて解説し感想を書かせ

てみる．

▲図03 s+ｔの値を変化させてみた様子(軌跡ﾓｰﾄﾞ)

▲図04 授業中(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀで黒板に投影している様子)

2=+ ts 2=s 2=t

そこで，次のようなアンケートをとってみた．

「平面上の点の存在範囲」アンケート

◆最初の説明で，点Ｐの存在範囲は・・・

１．とてもよくわかり，イメージもわく．

２．まあまあわかる．イメージは少しわく．

３．あまりわからない．イメージもあまりわかない．

４．全然わからない．イメージは，全くわかない．

◆２回目の説明で，点Ｐの存在範囲は・・・

１．とてもよくわかり，イメージもわく．

２．まあまあわかる．イメージは少しわく．

３．あまりわからない．イメージもあまりわかない．

４．全然わからない．イメージは，全くわかない．

◆「ベクトル白板」での表示を見てどんな感じをもち

ましたか．自由に記述してください．

このアンケートの最初のふたつのデータが以下のと

おりである．尚，このアンケートは「最初の説明」を

した直後にまずアンケートに答えてもらい，そして次

に「２回目の説明」をした直後にまたアンケートに回

答してもらっている．

▲図05 アンケートの集計結果(７７名)

さて，ここでは相関関係やどこが何％という数値分

析をするのではなく，全体的な傾向を見ていきたい．

それは「最初の説明」よりも「２回目の説明」の方が

数値が「減っている」，すなわち，イメージとしてと

らえやすいという傾向にあるということである．そし

て生徒たちに一番もってもらいたい最終的なイメージ

を「ベクトル白板を用いて示した場合」どうだったか

という自由記述に着目したい．

-------------------------------------------

・１回目の説明や２回目の説明よりイメージが湧きや

すくて分かりやすかった気がします． など応2≦ts +
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用となるととたんに分からなくなるのですがこれだと

わかりやすいです．

・ＰＣのを見たら結構理解できたし意味もわかった．

・画像を見ながら解説を受けたら，とてもよくわかり

イメージも湧いた．

・パソコンでようやく言っている意味がわかった．

・パソコンで初めて言ってることがわかった．

・目で見るとわかりやすい．

・軌跡もあって，動き方のイメージがよくわかった．

・頭の中のイメージが目で見ることができたので，よ

りイメージ鮮明に具体的になって理解できた．

・教科書の言っていることがよくわからない．ＰＣな

らイメージとしてわかる．

・イメージがとてもよくつかめた．最初に問題を見た

ときは何が何だかわからなかったが，実際に移動する

ベクトルを見て，どんなふうに動くかがわかった．

・プロジェクターでやったのが一番わかりやすい．

・コンピュータを使ったことで最初先生が解説してい

たことがよく理解できました！！なんとなく想像はつ

きましたが，正確に分かることができてよかったで

す！！ ｋの値を変えることができたり，あとが残っ

ていたりしてすごくよかったです！！

・本当に２倍のところにできるんだと思った．

・ぜんぜん想像つかなかったけどびっくりでした！！

・イメージどおりでした！！「軌跡」が付くことでイ

メージと重なり，より理解出来た気がする．

・複数の教え方を先生がやったのがおもしろかった．

・なんとなく予想はついていたけど１,２回見ると，

今度はこんなふうになるのかなと予想をたててみるの

がおもしろかった．

-------------------------------------------

生徒各自が自由に記述したものであるが，どの生徒

も「楽しそうな雰囲気」を書いているところに着目し

たい．授業において大切なのはまず「楽しそうだ」と

いう雰囲気であろう．もちろん一年間，毎時間毎時間

そうならないのは良く分かっていることである．しか

し，たまには生徒たちから「へぇーー」とか「そうな

んだぁーー」と言われるような授業をやってみること

が，年間の授業展開の中ではとても大切なことである

と感じる．そこから生徒たちの「やってみよう」の意

欲は増すであろうし，「取り組み」の度合いも変わっ

てくると考える．

さて，ここの授業ではＰＣを操作したのは教師であ

る私ひとりであった．この授業の次の授業では生徒を

全員ＰＣ教室に移動させて，一人一台の操作とさせた．

そこでのメインテーマは の形である．

▲図06 2s+3t=1で，sやtの値を変化させてみた様子

その授業の流れとしては，以下のように考えた．

１． の場合がどのようになるか，紙の上で

予想させる．

２．「ベクトル白板」を使ってどのような結果が出た

かを描いてみる．(最初は言葉で説明できなくても

図にできるかどうか)

３．予想と一致したかどうか．また気づいた点などを

言葉で書いてみる．

４． の場合がどのようになる

か「ベクトル白板」を使わずに答えを出してみる．

５． の場合がどのようになる

か「ベクトル白板」を使わずに答えを出してみる．

６． しか条件を付けない場合どのようにな

るか「ベクトル白板」を使わずに答えを出してみる．

７．前回の授業，そして今回の授業を受けてみての感

想を書いてみる．

▲図07 3s+4t=1で，値を変化させその様子を観察
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ここでは紙面の都合もあるが，最初の１番の予想に

おいては から，ほぼ９割の生徒たちが

を予想していた．そしてその生徒

たちのほとんどが２番で「一致した」と解答していた．

また１番で間違えた生徒たちは「２」と「３」を逆に

書いてしまった生徒が多く，２番でコンピュータ操作

をしてみると「なるほどそういうことか」と気づいて

いた．さらに後半の に関しては９割ちかく

の生徒が気づいてはいたが，ここでの大きなテーマは

の部分である．この条件が外れる６番に

ついて，これがベクトル方程式と一致するというとこ

ろまで気づくかどうかということになる．以下，最終

的に「７番」としたところで生徒たちが書いてくれた

ものである．

------------------------------------------------

・軌跡を見ると規則性がわかりやすいです．

・ｓやｔが負になると三角形の外にはみ出る．

・いろんな方向から見れてわかりやすかった．

・ベクトルの長さを変えてもちゃんと や の場所を

通過するのがおもしろかったです．

・教科書通りの説明を最初聞いたときはあまりよく分

からなかったのですが，２回目の説明を聞いて少しわ

かりやすくなり，最後にコンピュータを利用しての説

明でイメージも湧きやすく良かったです．

・「コンピュータを利用した説明」が一番図が正確で

分かりやすい．

・マイナスのところがすごく分かりやすかった．イメ

ージしやすくなった．これが外分なのですね．

・頭の中のイメージが具現化したことによって理解が

しやすかった．

・正確に答えがわかりおもしろかった．

・私はコンピュータを利用しての説明が一番わかりや

すかったです．やっぱり実際に自分で触ってやってみ

ると理解しやすいかなと思いました．

・文字ではわかってたけど実際にイメージはできなか

った．でもいろいろ動かしていると予想がついた．す

ごくわかりやすい！！

・コンピュータを利用した説明のあと教科書の説明を

見たらよくわかった．
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このように「ベクトル白板」を用いた授業は，生徒

たちにとって大きな成果を得たと言えるのではないだ

ろうか．まさに２ｓ＋３ｔ＝１の「２」や「３」のパ

ラメータが何を意味するのかを「感覚として馴染ませ

る」ことができたわけである．しかしながら，もちろ

んゲーム感覚で良いというわけではない．筆者は常々，

本学会はじめ様々なところで「帰納的な発見から演繹

的な思考への授業実践」ということを発表しているが

これなどまさにその代表的な例と言えると考える．

(3)ベクトルに「おりがみ」を取り入れた授業

さきほどのベクトル白板の授業は，いわゆる通常の

授業中におこなったものである．そこには準備の段階

から様々な用意が必要とされる．さらに授業中も様々

な注意点が存在するがその論点はここでは割愛する．

さて，本校では夏季休業中に，「スタディショップ」

という自由講座を設定できることになっている．とこ

ろで「数学Ｂ」の授業は教科書で扱う内容も多く，そ

の割に２単位なので，ちょっとおもしろいことをやっ

てみようと考えてもなかなかそれを実現できるチャン

スが無い．ベクトルの授業に「おりがみ」を導入しよ

うという考えは，かなり以前からあったものの，実際

に「数学Ｂ」を担当できない年もあり，なかなか実現

しなかった．今回，夏休みに入り「スタディショップ」

を設定して授業を展開してみた．今回特に，この「お

りがみ」を中心的に扱った授業は以下のところである．

▲図08 数研出版「数学Ｂ／027」 P.34 応用例題３

すでに「通常の授業」では終えているところであり

生徒たちは「ｋ倍の形が示せれば，それが一直線にな

っている」ということを良く覚えていてくれた．「ス

タディショップ」の時間でもあり，時間はたっぷりあ

った．まず生徒たちに「おりがみ」を渡すや否や，
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数分～十分くらいで瞬く間にどんどん勝手に「おりが

み」を折りだした．これは筆者にとっては「意外」だ

った．生徒たちにとって「おりがみ」はとても馴染み

やすいものだということを感じた．

▲図09 あっという間の生徒たちの「作品」

さて，まさに数年前「数学Ｂ」のここの単元のとこ

ろで生徒たちに「Ｃａｂｒｉ」の動的シミュレーショ

ンを見せ，「ほら，どのように平行四辺形を動かして

も必ず３点を通過するでしょう」とやったところ生徒

たちからは「完全に無反応」だったことを思い出す．

(詳しくは，一昨年度の当日配付資料参照)

その経験から図形領域においては関数領域と違い，

コンピュータを使って単に結果を示してもダメで，生

徒たちにとっては教師側があたかも事前に「用意した

もの」のように受け取られてしまうことを感じた．そ

こから「手を用いる」ことの大切さを通してのコンピ

ュータ活用という流れが生まれ，ここ数年来研究し実

践に活かしてきている．

さて今回，以下のような流れを考え，生徒たちに指

示してみた．

１．正方形の「おりがみ」から平行四辺形を作る．

２．上記の「応用例題３」のＢＤを結ぶ線を折りＢＤ

を３：１に内分する点Ｐを見つける．

３．上記の「応用例題３」のＣＤを２：１に内分する

点Ｅを見つける．

４．点Ａと点Ｐで折った線が，ほんとうに点Ｅを通過

するかどうかを確かめる．

さて，まず上記１番であるが，生徒たちからの反応

は「(おりがみを)切るのはイヤだ」というものだった．

筆者としては当然切るものとして考えていたがこれは

自分自身「意外」な発見で生徒たちから「切るのは抵

▲図10 平行四辺形を考える

抗がある」とか言われてしまい，そこで「切らなくて

もいいからとにかく何らかの工夫をして平行四辺形を

作ってごらん．」と言うと各自思い思いの方法で平行

四辺形を折って作っていた．もちろんここでは「なぜ

その折り方で平行四辺形と言えるのか」を考えさせた．

これなど確かに内容からすれば小学校レベルのことで

ある．しかし生徒たちはベクトルの授業の一環という

思いもある．自分の手で折った平行四辺形を「論理的

に説明するおもしろさ」を生徒たちは感じ説明してく

れた．ここで象徴的な生徒の感想をひとつ紹介したい．

-----------------------------------------------

正方形から平行四辺形を作るのは最初はいろいろ考

えてもうまくいかなかったけど，ただ単に平行な線が

２組交わればいいっていうことだけに気づいたらすぐ

できた．難しく考えなくてよかったんだと思ってほっ

とした．

-----------------------------------------------

この感想は，数学は常に「難しく考えて解くもの」

ということにとらわれているところから，「そうでな

くていいんだ」と，ほっとしたことをまさに表現して

いると感じる．

そして次に上記流れの「２番」は，まさに「おりが

み」ならではの容易さであり，「半分」の「半分」に

折った点に皆すぐに気づいていた．そして次に，上記

流れの「３番」であるが，これはどうしたら良いもの

かしばらく考えていたが，これも，例えば便箋で手紙

を書いて封筒に入れようとするとき，丁寧に「三つ折

り」をすることがあるが，その要領で正確に折り，２

：１に内分する点を見つけていた．そして最後に上記

流れの「４番」となり点Ａと点Ｐで折った線を作らせ

ようとしたが，生徒たちから「先生，紙を折りすぎて，

わけがわからなくなっちゃうよ」と言われ「どうした
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らいい？」と言うと「定規をあてて一直線を確認して

もいいですか？」と聞かれた．「ナイスアイデア！！」

となり，さっそく定規で一直線を確認していた．

▲図11 写真撮影のため通過点を黒く大きくしてます

しかし，中には一直線にならない生徒も出て来る．

その大半が最初の平行四辺形のところできちんとした

形になっていなかったり，対角線をしっかり折ってい

なかったりしていたものである．「オリガミクス(幾何

図形折り紙)」の第一人者の芳賀和夫氏によれば「指

の腹とつめがものを言う」(前書きのP.7)そうで，「し

っかりと跡をつける」ことが大切であると示されてい

る．ほとんどの生徒たちができあがったところで，ど

のような平行四辺形でも「そのようになった」ことを

確認した．そしてさらにこれを生徒各自で「Ｃａｂｒ

ｉ」で確認してみた．

▲図12 Ｃａｂｒｉ画面

ここまでで生徒たちは，その問題(応用例題３)の持

つ「図形的意味」の把握ができていた．ここで生徒た

ちから「図形がこうなるのはわかったし証明の必要性

もわかるけどなんでベクトルを使って証明しなければ

ならないの？」と問われ「ベクトルでなくてもいいん

だよ．座標でやってもいいし，別の方法とかもあるし，

今はベクトルということ」と説明した．ある生徒から

「数ある証明のひとつで，今はベクトルをやっている

ってことですね．」と言われ「そうそう，そのとおり．

▲図13 Ｃａｂｒｉ画面と実際のおりがみとの確認

他の証明方法も考えてみてごらん．」と言うと妙に納

得した顔をしてくれた．ここなども現在の数学の授業

の展開方法を変えていかねばならない重要な場面と感

じる．「教科書に例題が出ている．」「教師がそれを解

説し解き方のパターンを紹介する」「さらに似たよう

な問題を解く」「その似たような問題を解けるか否か」

そこで数学ができるかできないかが分かれていく．も

っともっと時間をかけて，特に「手」を使って授業す

ることで，生徒たちの興味関心は確実に増し，その数

学的意味や，今，自分は数学的にどういうことをやっ

ているのかということがきっきりするわけである．

例えばこの授業，普通の授業以上にかなりの時間が

経過しているが生徒たちは考えをやめようとはせずに

いろいろと考え続けていることからもわかる．

そしてさらに「応用例題３」のすぐ下にある「練習

２６」を実際にやってみようということになった．

▲図14 数研出版「数学Ｂ／027」 P.34 練習２６

▲図15 特別な三角形にならぬよう注意した
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▲図16 よくこれだけの集中力が続くかと

この問題も，すでに授業では解いたものである．そ

れを「おりがみ」で折って確認し，「Ｃａｂｒｉ」で

確認しようとチャレンジしていた．また，このスタデ

ィショップ中の雰囲気もあり，積極的に友達と意見交

換する場面も見られた．普段なかなか意見交換といっ

ても難しいこともあるが，彼ら自ら，そのような雰囲

気が自然と生まれてきた．

▲図17 意見交換の雰囲気が生まれた

さて，この問題も無事終了した．ここの様子は紙面

の関係で割愛させていただく．そしてこのあと，例に

よって様々な教育機器，いわゆる「コンピュータ等」

を操作してもらった．筆者はここ数年，科学研究費補

助金(奨励研究)を受けて研究を進めさせていただいて

いる．そのおかげにより先述のソフト「Ｃａｂｒｉ」

(正式には「CABRI GEOMETRY Ⅱ plus」及び「CABRI 3

D V2」)を本校のＰＣ教室に入れることなどができて

いる．もちろんフリーソフトで有名な「GRAPES」そし

て「3D-GRAPES」は全台にインストールされている．

さらに，図形(幾何)操作が可能なカシオのグラフ電卓

「fx-9860GⅡ-N」を複数台購入している．これにより

教室での図形(幾何)操作が可能となっている．そして

今回，カシオ計算機株式会社さんの協力のもと，「fx-

9860GⅡ Manager PLUS (グラフ関数電卓ソフトウェア

School Licence)」も，ＰＣ全台にインストールす

ることができた．それによりグラフ電卓の操作と同じ

ことがＰＣの画面でできるというメリットがあり，ま

た，グラフ電卓でどのように操作したのか，その「操

作そのもの」をＰＣに保存できることになった．

▲図18 グラフ電卓の操作をＰＣで保存

この学年の生徒としては，今回，初めてグラフ電卓

「fx-9860GⅡ-N」に触ることとなり，皆，一様に驚い

ていた．グラフが描けてしまうこと，さらには幾何の

機能もびっくりはしていたが，生徒たちがとにかく驚

いたのは，１＋２×３をこの順にそのまま手で入れて

いくと７という答が出たときであった．ついつい我々

は難しい機能を多く知っていて，そちらを解説したく

なるものであるが，生徒の目線からすると，もっとも

っと初歩的な段階での「感激の積み重ね」が大事なの

ではないかと考える．このグラフ電卓に関しても授業

展開のやり方によって，生徒たちに数学のおもしろさ

をおおいに味わってもらえる．もちろんそこには教師

側の周到な準備が必要ではあるが，とにかく教師とし

ては「やってみる」ことが大切であろう．

そして最後に，例によって科学研究費補助金(奨励

研究)による「iPad」と「iPod touch」に触ってもら

った．これらは，これからますます教育界に入ってく

▲図19 「iPod touch」の写真のみ 「iPad」も好評
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るものと考えられる．ソフト(アプリ)の充実により，

今後様々な使用法が出てくるであろう．現段階におい

ても，おもしろいソフトはあるものの，筆者の使用法

(いわゆる授業中の補助機材として)としては，これか

らに期待をかけて生徒たちに積極的に触ってもらって

いる段階である．

さて，ここまでであっという間の３時間であった．

生徒たちに今日の感想を書いてもらった．

-----------------------------------------------

・おりがみもコンピュータもいじって遊んでいる感じ

でしたが，ちゃんとどうしてそうなるのかを考えたり

してちゃんとベクトルの授業になっていたので楽しく

学べました．電卓はゲーム感覚で，すごく楽しかった

です．いつもsinやcosやtanのグラフが難しくてよく

わからなかったけど，今日はおもしろくて少しわかっ

たような気がします．

・ただ折り紙を折っているだけだったのに，先生から

の問いによりいつの間にかベクトルを学ぶことができ

ました．コンピュータやiPadやiPod touchにも触れた

り使ったりすることができてとても楽しかったです．

次の先生のスタディショップもぜひ参加したいです．

・機械と折り紙の両方でやったけど自分は折り紙の方

がよく感覚がつかめました．ＰＣは苦手ですが，紙な

ら実際に手を動かすのでなんとかなるかなといった感

じです．手を動かして考えるのはおもしろいです．

・久しぶりにスタディショップをやってむずかしいこ

ともたくさんあったけど，パソコンや折り紙を使って

勉強をするのはとても楽しかった．ベクトルをうごか

してみたりするのはとても面白くてたのしかったで

す．初めてiPadに触れたのもよかったです．

・先生に平行四辺形を折り紙で作りなさいと言われて

本当に自然な発想で作ることができました．定規を使

うことなく辺を１：２や２：３にするにはどうすれば

いいかなど，パッとひらめくような問題が沢山で自分

の興味のおもむくままにできました．そのあとの教科

書の問題も本当に折り紙を折っているような感覚で考

えられ，とても興味深い授業でした．

・折り紙とパソコンと２つのもので実感をしつつ実験

してくれたのでおもしろくてわかりやすくてよかった

です．パソコンを使うと線を動かしたりとかしやすい

ので，いろいろなことをすぐに試せてよかったです．

-----------------------------------------------

生徒が何げなく書いてくれた感想であるが，ここか

ら我々教員が学ぶべきことが非常に多いと感じるのは

私ひとりであろうか．前述したように，このような授

業を毎回やるのは厳しいであろう．しかし，やっただ

けのことはあると感じている．各先生方，それぞれの

状況においていかに取り組むべきか，それによって生

徒たちに数学そのものの持つ面白さを伝えて行くこと

ができればと考えている．

最後に生徒たちに，例の「芳賀第一定理」(もちろ

ん生徒たちにはこんな難しい言葉は言わないが)を紹

介して「なぜだろう？説明できる？」と宿題を出した．

▲図20 折り紙をこのように折る(辺の中点)と

▲図21 ここの点が上の辺を１：２に内分するよ

生徒たちはすかさず折り紙を折って確認していた．

３．今回の発表のまとめとして

「触ったものの反応がある」ということは人間本来

が持つ楽しみのひとつであろう．紙面の都合もあり，

今回もまた，ひたすら実践記録を載せる形となってし

まった．そして，生徒たちの顔の表情の写真を載せる

ことはできないが，後ろ姿からもその楽しそうな雰囲

気を読み取っていただけば幸いである．自分自身，
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新学習指導要領での「数学的活動」をどうとらえるか，

またPISA調査の話を持ち出すまでもなく，このままで

は「数学で学ぶ内容に興味があると回答した生徒の割

合」は，ずっと国際平均値より低いままであろうし，

ますます数学の「面白さ」「不思議さ」「美しさ」とい

ったものを感じてもらえる場面は，ほとんど無くなっ

てしまうのではないかと危惧してこのような実践を重

ねてきている．そして今，自分自身に課す課題として

は，「スタディショップでの成果をどう通常の授業に

いれるか」である．今回，スタディショップの形をと

ったいわゆるケーススタディであり，大きな成果を得

たと言える．ではそれをそのまま授業に持ち込もうと

すれば，前述のコンピュータ活用の際の注意点同様，

様々な注意点や気をつけなければならないことが発生

するであろう．しかしそれによって生徒たちに数学の

「面白さ」「不思議さ」「美しさ」といったものを感じ

てもらえる場面が生まれるとしたら，自分自身，おお

いに頑張らねばならない場面と考える．

さらに今後も，黒板とチョークのみの授業から脱却

し「現物」や「テクノロジー」などから「生徒たち自

ら乗ってくる授業」を今後も模索していきたい．
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